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エントランスに浮かぶ
巨大キノコを演奏します！

今村源

小川眞

1937年京都生まれ。京都大学大学院農学研究科修了、農学博士。専攻は菌類学。森林総合研究所土壌微

生物研究室長、同きのこ科長、関西総合テクノス生物環境研究所を経て、大阪工業大学客員教授などを

歴任。日本菌学会教育文化賞、日本林学賞、ユフロ（国際林業研究機関連合）学術賞、日経地球環境技

術賞、日本菌学会教育文化賞、愛・地球賞（愛知万博）などを受賞。著書に『キノコの教え』（岩波新

書）、『菌と世界の森林再生』『炭と菌根でよみがえる松』（築地書館)、訳書にＧ．Ｃ．エインズワ

－ス『キノコ・カビの研究史 ― 人が菌類を知るまで』（京都大学学術出版会）、ニコラス・マネー

『ふしぎな生きものカビ・キノコ― 菌学入門』(築地書館)ほか多数。現在、「白砂青松再生の会」会

長として、炭と菌根による松林再生ノウハウを伝授するため、全国を行脚している。


